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Dandelion 
神田小学校 学校だより 

Ｒ１年１２月２３日発行 

第５６号 
 

｢１年間ありがとうございました。よい年をお迎えください!!｣     校長 木 下 幹 司 

 年の瀬を迎えました。1年間、本校の教育活動にご理解・ご協力いただきありがとうございま

した。また、例年この時期には、地域・保護者の皆様に学校評価アンケートにもご協力いただい

ています。あわせてお礼申し上げます。 

 神田小学校に赴任して、年を追うごとに地域・保護者の皆様とのつながりが増えて、うれしさ

もひとしおです。いろいろな方とつながることで、多くの発見がありました。これまで気付かな

かったことにも気付くことができました。そして、神田地区をより深く知ることができました。 

その一方で、神田地区の抱える様々な課題(高齢化・荒廃農地・交通不便等)にも気付かされました。 

新学習指導要領では、“課題に進んで取り組み、対話を通して考えを深め、解決できる子の育成”

が求められています。私は、その第一歩は“つながる”ことだと考えています。つながるためには、

相手ときちんと顔を合わせ、心と心を向き合わせることが大切です。神田地区には歴史があり、

それを支え続けてきた先人の思いは大変強いと感じています。私は、“学校は地域の思いを尊重し

つつ、現代に即した形に変えていく地域の要”であると考えています。ですから、できる限り地域

に出かけ、地域で地域の方から地域の話を聞き、私自身の考えをさらに深めたいと思っています。

幸い神田地区の皆様は、顔を合わせたら、礼儀正しくきちんと名乗ってくださり、柔らかい物腰

で明るく話してくださるので、気持ちよく皆様の心と向き合うことができます。このような対話

を繰り返すことで、よりよい解決方法が生まれてくることでしょう。 

これからも、地域の行事などで顔を合わせることがあると思いますが、地域・保護者の皆様か

ら話しかけていただけるとうれしいです。“人とつながり、考えを深める子の育成”を合い言葉に、

より一層私たちがつながることが、神田地区をもり立てることになるのではないでしょうか。 

１年間ありがとうございました。新年も神田小学校をどうぞよろしくお願いいたします。 

    豊田自動織機(株)協賛でＮＰＯ法人「子どもに音楽を」によるミニコンサートが実現し、著名な演奏家であ

る渡辺玲子さん(Violin) 坂野伊都子さん(Piano) のお二人にお越しいただきました。 

５・６年児童は、生のクラシック音楽に触れ、演奏家の技術や音色はもとより、音楽表現の素晴らしさを目

と耳と肌と心で感じ、お礼の手紙に表していました。 

 このような機会を通して、子どもたちがクラシック音楽の素晴らしさに気付き、一人のファンとして、クラ

シック音楽をはじめ様々な芸術を好きになってくれるとうれしいと思います。 
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○ 自転車による加害事故が増えています。交通ルールを守り、安全に生活していき 

ましょう。※万が一に備えて、自転車損害賠償保険等に加入しておくと安心です。 

○ 個人情報に注意してインターネットや SNS 等を正しく使いましょう。 

知らない人と連絡をとったり直接会ったりすることは、大変危険です。 

○ 悩んだり困ったりした場合には、絶対に一人で抱え込まないで家族や学校の先生に相談しましょう。 

電話相談窓口もあります。（下記参照↓） 
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 朝会で、教頭先生が｢安全に登下校するために気を付けること｣について全校に話した。

そこで、ある児童に｢０の日ってどういう意味かわかる？｣と尋ねたら、意外な答えが返っ

てきた。｢悪い子０の日｣なるほどなあ。｢宿題０の日｣これいいよね。｢お小遣い０の日！｣

これは困る。など、しばし世間話に花が咲いた。正確には｢交通事故死０の日」である。こ

の日に広く啓発して、みんなで安全な社会を築いていきたいものだ。それにし 

ても、子どもたちは意外に知らないことが話してわかった。いよいよ冬休み、 

全校児童が、家族との対話を大切に、健康で安全に過ごせますように･･･。 

ながら 

 

 

 

｢子ども SOS ほっとライン２４｣は、子どもや保護者等がいじめの問題や子どもの SOS について相談ができ

る、夜間、休日を含めた24時間体制での電話相談です。 

電話番号は、0120－0－78310 または 052－261－9671 です。 

    「なやみいおう」                  「くろうない」 

 

保護者の皆様へ 

 

 

一人で抱え込む必要はありません。

私たちは、あなたの話をしっかり聞

いて、よい方法を一緒に考えますよ。 

  

   

 

PTA 除草 地域・保護者の皆様ありがとうございました。 

新しい遊具で仲良く遊ぶ ペア読書 副校旗完成 

頑張った課外活動(サッカー・バスケット) 

みんなで頑張った小中音楽会 (金管 ) 運 動 会 ( 応 援 合 戦  赤 対 白 ) みんなが主役～神ちゃんフェスタ～ 
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